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 西成暴動は、1973 年を最後に、ほとんど起こっていない。1973 年までにこれまでの約９割２１回が集中し
ておこっており、その後、2012 年までの３０年間には、1990 年、1992 年、2008 年にそれぞれ１回ずつ、た
った３回起こっているにすぎない。西成暴動は、大規模なものは、1973 年を最後に事実上収束したとみてよ
い。それにもかかわらず、マスコミの報道で、周辺地域、とくに通天閣をランドマークとして西成暴動が情























まり、1912 年（明治 45 年）町のシンボルとして「初代通天閣」が誕生した。初代通天閣は、パリのエッフ
ェル塔と凱旋門を組み合わせたような姿が特徴であった。ちなみに現在の通天閣は 1956 年に開業した２代目














 1917 年、初代通天閣は大阪土地建物株式会社の直営となる。1938 年初代通天閣の経営が大阪土地建物株式
会社から吉本興業合名会社に移る。しかし、1941 年（昭和 16 年）太平洋戦争勃発。1943 年（昭和 18 年）1
月 16 日、大橋座から出火。金属献納運動があり、翌２月に通天閣解体となった。それから大阪は８度の空襲
で、新世界をはじめ大阪は焼け野原となり、1945 年（昭和 20 年）8 月 15 日終戦となる。 
（６）1954 年「通天閣観光株式会社」設立 
 戦後、新世界エリアは、キタ・ミナミにくらべ復興が遅れたが、大阪の人々の心にはなおも通天閣は生き












塔としては日本一の高さ１０３ｍを誇り、総工費３億円を超える２代目通天閣は 1956 年（昭和 31 年）10 月




塔」の位置は守り続けた。1956 年に通天閣の集客数は 100 万人に達した。 
（７）1960 年代～1970 年代前半：新世界・通天閣の苦しい時代 
 上記のように、ルナパーク後、もともと新世界は演劇と映画の街だった。しかし、この時期は、演劇から
ＴＶへという娯楽環境の変化があり、新世界は演劇の町からパチンコの町というイメージが強くなる。








1975 年（昭和 50）年が集客の底で 20 万人まで低下する。さらに 1970 年代には、オイルショックや光化学ス
モッグによる眺望の悪化などで集客が低迷する。通天閣のネオンも消された。 
（８）1970 年代後半～1980 年代・1990 年代：新世界・通天閣の復活のてがかり 
１）1976 年：囲碁将棋連盟が、福島と新世界を将棋のまちとして認定する（図３－１のＡ点）。新世界と言
えば将棋の関西名人「坂田三吉」とは切っても切れない縁がある。通天閣の足元「王将碑」が建てられ、毎
年 7 月の三吉翁を称える「王将祭」にはたくさんの将棋ファンが集まり、1976 年（昭和 51 年）集いの場「囲
碁将棋センター」が開場した。1979 年（昭和 54 年）通天閣ネオン全面再点灯。1980 年（昭和 55 年）「ビリ





（９）1990 年代後半から 2000 年代 
１）1996 年：ＮＨＫ連続テレビ小説「ふたりっ子」の舞台となり一躍有名になる。全国区から観光客が訪れ
るようになる（図３－１のＣ点）。この時期新世界を舞台にした映画やドラマが作られるようになる。2003

















































































 本研究では、対象地域において、1992 年から 2011 年までの各住宅地図を分析する。各店舗を住宅地図か
ら判読し、店舗の立地変化を分析した。特に、1992 年と 2011 年を図４－１に示す。以下の点がわかった。 






































































































 1875 年（明治 8 年）大阪市東区（現中央区）内本町橋詰町に大阪府立大阪博物場が開設し、1884 年（明治
17 年）府立大阪博物場と改称し、「附属動物檻」を新設した。 
（２）博覧会の「余興動物園」 




 1913 年（大正 2 年）大阪府は「附属動物檻」の廃止を決定し、1914 年（大正 3 年）大阪府より大阪市に附










 動物園は、1930（昭和５）年から敷地を増やしていき、1935 年（昭和 10 年）には天王寺公会堂を取り込
み、開園 20 年で当初の 2 倍以上の約６万㎡の敷地面積に拡大された。珍しい動物の入園も相次いだ。 
（５）戦前最大入場者数達成 
 1932 年（昭和７年）（図５－１のＡ点）に入園したチンパンジーのリタの人気は絶大なものがあり、1934
年（昭和９年）（図５－１のＢ点）の有料入場者数は 250 万 5000 人と当時の大阪市の人口に匹敵する程の数
であった。 
（６）戦前・戦中の苦難な時期 




 1950 年（昭和 25 年）のゾウ入園以来次々と動物が入り、復興が進んだ。 
（８）「無柵放養式」 














（２）「生態的展示」の効果は大きいことについて： 1995（平成７）年、「ＺＯＯ ２１」 計画において、
「生態的展示」方式を導入し、天王寺動物園は人気が再生した。これは、もともとアドバイザーの若生教授




（３）新世界～動物園エリアについて： 内国勧業博覧会の時は約５００万人が訪れた。1978 年 8 月 1 日～










































齢階層の７分類（10 代、20 代、30 代、40 代、50 代、60 代、70 代以上）】×【関西か他地方かの２分類】で



























  「Ｉ１」「Ｉ２」：「地元の若い世代（１０代～２０代）」、 




























































































































































































































































『地域ブランド・マネジメント』有斐閣。【ホームページ（2012 年閲覧）】大阪市「大阪市都市再生プログラム」（平成 18 年）。大阪府
「大阪府行財政計画」。首相官邸「都市再生基本方針」。新世界ネット。通天閣。東京タワー。東京スカイツリー。Let’s enjoy TOKYO。
ｍｎｓ産経ニュースＷＥＳＴ（2012 年 8 月 25 日）。 
